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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、世界初のエネルギー可変ポジトロニウムビームの開発とその応用を目指す独創性の高い研

究である。既に、加速器で生成された陽電子を用いてポジトロニウム負イオンを生成し、それを加速し

た後にレーザーで電子を光脱離させて、期待どおりのエネルギー可変ポジトロニウムビームを得ること

に成功している。研究の中で、共鳴光脱離や陽電子による内殻電子消滅誘起イオン脱離現象を観測する

など、高い成果を得るとともに、論文や国際会議などでその発信に努めており、順調に研究が進展して

いると判断できる。今後は、ビーム性能評価や溜め込み式の陽電子を用いた同様の研究の進展と、それ

らを用いた絶縁体表面の物性解析の進展に期待したい。 


